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アイヌ施策推進地域計画 中間目標評価報告書 

   

実施主体名 計画の名称 （中間）目標年度 

恵庭市 恵庭市アイヌ施策推進地域計画  令和 4 年度 

 

１．目標の達成状況 

アイヌ施策推進地域計画における（中間）目標 目標値 A 実績値 B 
達成率(%) 
Ｂ／Ａ 

備考 

「アイヌ文化マスター育成事業」における中高生

の参加人数（地域内若しくは地域間の交流又は

国際交流の促進に資する事業） 

6 人 6 人 100%  

 

アイヌ施策推進地域計画における（中間）目標 達成状況 備考 

「アイヌ文化マスター育成事業」における中高生

の参加人数（地域内若しくは地域間の交流又は

国際交流の促進に資する事業） 

目標値を達成した  

 

 （コメント） 

コロナ禍ではあったが、市内の中高生一人ひとりに募集要項を配布することで、目標値を達

成した。 

 

 

 

 

２．（中間）目標達成のために実施した各事業の進捗状況と効果  

事業の進捗状況 事業実施主体 

アイヌ文化マスター育成事業→令和 2 年度はコロナ禍で全て中止し

た。令和 3 年度は計 8 回の講座や研修、体験等を行った。令和 4 年度

は計 9回の講座や研修、体験等を行った。令和 3・4年度は予定してい

た全ての講座等を実施できた。  

 

 

 

 

恵庭市 

 

  事業の効果 

令和 3年度は 4名の中学生が参加した。令和 4年度は 6名の中学生が参加し、内 2名は令

和 3 年度と 2 年連続の参加であった。単発の講座ではなく、年間に 8～9 回の講座や研修、

体験等を行うことで、中学生がアイヌの歴史や文化を深く学習することにつながった。 

 

事業の進捗状況 事業実施主体 

アイヌ文化学習見学会事業→令和 3 年度は 1 回（だて歴史文化ミュー  
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ジアムと国立アイヌ民族博物館）、令和 4年度は 2回（1回目は平取町

と新ひだか町のアイヌ文化関連施設、2 回目は国立アイヌ民族博物

館）の見学会を実施した。  

 

 

 

恵庭市 

 

  事業の効果 

令和 3 年度は定員の 25 名のところ 23 名が参加した（2 名は当日キャンセル）。令和 4 年度

はいずれも定員の 25 名で、1 回目は 25 名が、2 回目は 14 名が参加した。いずれも現地の

学芸員やアイヌ文化担当の文化庁調査官に解説をいただくことにより、アイヌの歴史や文化

に対する理解の促進及び普及啓発につながった。  

 

事業の進捗状況 事業実施主体 

アイヌ墓副葬品等保管室設置事業→令和 3 年度に市内の遺跡から出

土したアイヌ墓の副葬品等を適切に保管するため、間仕切りした部屋

に加除湿機能のあるエアコンとスチール製の棚を設置した。  

 

 

 

 

恵庭市 

 

  事業の効果 

副葬品等を適切な温湿度（温度 15～25度、湿度 40％前後）で保管できるようになり、貴重な

副葬品等を後世に永く伝えることが可能となった。  

 

 

３．今後の方針等 

 （コメント） 

・アイヌ文化マスター育成事業は中間目標を達成できたが、令和 5年度も学校への働きかけ

を強めるなど引き続き 6 名の参加者を確保していきたい。 

・アイヌ文化学習見学会事業は今後も毎年 1 回実施していきたい。 

 


